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劇
団「
川
」の
歴
史

　

昭
和
４８
年
、江
別
市
連
合
青
年
会

文
化
部
に
春
日
基
を
中
心
に
し
た
演

劇
サ
ー
ク
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
名
は『
鋤
と
鍬（
ス
キ
と
ク

ワ
）』、こ
れ
が
劇
団「
川
」の
事
実
上

の
誕
生
で
す
。そ
の
２
年
後
に
独
立

し
、現
在
の
形
と
な
り
ま
し
た
。作
品

は
既
成
脚
本・創
作
劇
、子
供
向
け・

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
、悲
劇
か
ら
喜
劇
と
幅

広
く
、ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
作
品

に
挑
戦
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
そ

の
基
本
に
は
先
人
達
が「
鋤
や
鍬
」で

切
開
き
、母
な
る
石
狩
川
と
共
に
あ

る
江
別
を
主
題
に
お
い
て
き
ま
し
た
。

今
年
は
創
設
35
周
年
を
迎
え
ま
す
。

そ
し
て
記
念
の
次
回
公
演
は
や
は
り

江
別
を
50
回
意
識
し
た
作
品
で
す
。

作
品
の
紹
介

　

こ
の
作
品
は
昭
和
63
年
に
上
演
さ

れ
た
も
の
で
、今
回
再
演
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、舞
台
は
と
あ
る
街（
江
別
に

良
く
似
た
街
）の
、と
あ
る
古
び
た
映

画
館
。地
域
再
開
発
の
名
の
下
、近

隣
の
商
店
街
は
、次
々
と
買
い
取
ら
れ

て
い
き
ま
す
。地
上
げ
屋
の
あ
か
ら

さ
ま
な
嫌
が
ら
せ
に
も
屈
せ
ず
、た
っ

た
一
軒
残
っ
た
映
画
館
を
守
ろ
う
と

す
る
老
人
。そ
の
努
力
も
限
界
か
と

思
わ
れ
た
、そ
の
時・・・颯
爽
と
一
人
の

男
が
現
れ
ま
す
。そ
の
男
の
名
は
、大

倉
健
一郎
。『
赤
い
夕
日
の
渡
り
鳥
』と

呼
ば
れ
る
男
。健
一郎
を
中
心
に
７
人

の
つ
わ
も
の
が
集
ま
り
、街
を
、映
画

館
を
守
る
た
め
に
立
ち
上
が
り
ま
す
。

７
人
は
映
画
館
を
守
り
き
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。そ
し
て
、こ
の
７
人
の
正

体
は・・・？

　

芝
居
は一
期
一
会
。も
う
同
じ
作
品

に
は
二
度
と
出
会
え
ま
せ
ん
。そ
し

て
、そ
の
は
か
な
さ
が
舞
台
の
魅
力
で

も
あ
り
ま
す
。そ
の一
瞬
を
、舞
台
上

の
役
者
と
共
有
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

是
非
、公
演
に
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
風
の
吹
く
街
」の
公
演
内
容

【
日
時
】平
成
20
年
11
月
29
日（
土
）

＆
30
日（
日
）

①
午
後
２
時
〜（
開
場
30
分
前
）

②
午
後
６
時
30
分
〜（
各
１
日
２
回

公
演
で
す
）

【
場
所
】　

ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
外
輪
船

（
旧
岡
田
倉
庫
）

◎
劇
団『
川
』の
Ｈ
Ｐ
は
生
涯
学
習
推

進
協
議
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
石
狩
川
と
江
別
」を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
20
年

度
生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
が
大

盛
況
の
う
ち
終
了
し
ま
し
た
。

参
加
者
数
は
過
去
最
高
を
記

録
し
、い
ず
れ
の
回
も
、熱
の
こ

も
っ
た
講
師
の
お
話
を
熱
心
に

聞
き
入
り
、講
座
終
了
後
に
は
、

活
発
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、１
回
の
受
講
者
が
百

名
を
超
え
た
た
め
テ
ー
ブ
ル
を

出
せ
ず
、参
加
者
に
は
大
変
不

便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

弁
天
丸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
申

込
者
が
予
定
を
超
え
た
た
め
時

間
を
30
分
に
縮
め
る
中
で
乗
船

者
数
を
40
名
か
ら
60
名
に
増
や

し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
抽

選
に
も
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
身
近
な
内
容
で
心
に
染
み
込

ん
で
き
た
」　

（
五
十
代
女
性
）

劇
団「
川
」第
50
回
公
演

『
風
の
吹
く
街
』（
再
演
）に
よ
せ
て
　

劇
団「
川
」第
50
回
公
演

『
風
の
吹
く
街
』（
再
演
）に
よ
せ
て
　

「
川
と
と
も
に
生
活
し
て
き
た

様
子
が
分
か
り
、か
つ
川
の
氾
濫

の
恐
ろ
し
さ
が
遠
い
過
去
の
よ
う

に
思
っ
て
い
た
が
、現
実
の
問
題

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
た
」　　
　
（
六
十
代
女
性
）

「
自
然
に
は
い
ろ
い
ろ
の
動
植
物

が
い
る
。環
境
が
変
わ
る
と
種
類

も
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
自
然

環
境
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た

い
」　　
　
　

（
七
十
代
男
性
）

「
魚
の
住
め
る
川
の
工
夫
を
聞
け

て
本
当
に
自
然
は
再
生
で
き
る

ん
だ
と
学
ぶ
事
が
出
来
た
。素

晴
ら
し
い
地
道
な
研
究
を
さ
れ

て
い
る
方
に
出
会
え
て
自
然
回

復
へ
の
希
望
を
も
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」　　

（
五
十
代
女
性
）

　

な
ど
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、今
年
度
中
に
は
今
回
の

講
演
集
録
も
発
刊
の
予
定
で
す
。

生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
終
了熱気あふれる会場…そして受講の皆さん

いよいよ弁天丸クルージングへ…

「ら・ら・ら」では、生涯学習推進協議会に加入する各々の団体の行事を紹介・お知らせします。
それぞれの事業活動を本紙によりご理解いただき、参加交流の輪が広がりますことを期待し作成していきます。
46号では、11、12月の行事を掲載します。今後、皆様の団体の予定が決まりましたら事務局まで事業の内容・日時・
場所等をお知らせください。
【事務局】江別市教育委員会生涯学習課　TEL 011-381-1062　FAX011-382-3434　URL　http://www.e-lalala.org/

子ども文化ネットワーク・江別
【阿部　恵講演会】
日　　時　１１月４日（火）１３:３０～１５:３０
会　　場　江別市情報図書館２階
内　　容　パネルシアターやペープサートによる講演。子
　　　　　ども読書ボランティアリーダーの育成事業。参
　　　　　加費無料。対象は大人。
問合せ先　高木（３８３－４７３３）

江別手をつなぐ育成会
講演会【「笑う門には‥」̶ 認知症の理解と対応̶】
日　　時　１１月７日（金）１０:００～１１:３０
会　　場　江別市社会福祉センター研修室
講　　師　北海道認知症の人を支える家族の会名誉会長  立野  新平氏
内　　容　認知症について知りたい方、お年寄介護真っ只
　　　　　中の方、支援の心得を聞いてみませんか。優し
　　　　　い介護の気持ちがわいてきます。参加無料。
問合せ先　石田（３８６－５７８３）東（３８６－３５１０）

札幌学院大学
【経営学部開設・商学部開設40周年連続講演会】
日　　時　１１月１４日（金）１８:３０～２０:００
会　　場　札幌学院大学社会連携センター
演　　題　「サブプライム問題とメガバンクのビジネスモデル」
内　　容　一般市民向け講演会
申 込 み　当日直接会場へ。参加無料。
問合せ先　札幌学院大学（〈代表〉３８６－８１１１）

江別保健所管内栄養士会
【メタボ対策講座】
日　　時　１１月２３日（日）１０:００～１２:３０
会　　場　野幌公民館調理室
講　　師　尾澤  典子氏 ・ 菊地  恵美子氏
参 加 費　１,０００円
内　　容　講話と調理実習。２４名募集
申込み先　野幌公民館（３８２－２４１４）
　　　　　１１月９日（日）９:３０～受け付け開始

江別消費者協会
【創立４０周年記念　江別消費者大会】
日　　時　１１月２９日(土)１０:００～１２:００
会　　場　江別市民会館２１号室
講　　師　酪農学園大学理事長　麻田　信二氏
演　　題　「北海道農業の展望と食の安全・安心」
問合せ・申込み先　事務局　（３８１－１０２６）

北陽美術協会
【’08 歳末チャリティー小品展】
日　　時　１２月２日（火）～７日(日)１０:００～１７:００
会　　場　野幌公民館
内　　容　会員の絵画作品の展示・販売。売上げの一部を
　　　　　江別社会福祉協議会他に寄贈。
問合せ先　村山（３８４－６２０２）

おはなしなあに
【クリスマスお楽しみ会】
日　　時　１２月１９日(金)１０:３０～１１:３０
会　　場　大麻公民館２Ｆ研修室
申 込 み　当日直接会場へ。参加無料。
問合せ先　松山（３８５－４７８８）

このコーナーでは、本協議会加盟団体の活動やエピソードなど
を皆様からの寄稿をもとにご紹介していきます。
今回は「ダンス魂」です。

江別「ダンス魂」は！
　地域に根ざした子供たちのためのHIPHOPダンスサー
　クルです。
　元気な子供たちが週に1回（土曜日午後６時～8時）イン
　ストラクターからHIPHOPダンスのレッスンを受けていま
　す。ダンスが好きな子供なら誰でも参加できます。毎年夏
　にお祭り、イベントなどで発表会を行っています。先生と子
　供たちが一つになって頑張って練習しています。
初めてでも大丈夫！一緒に踊って楽しもう！
　ダンスが好きな子供たちが集まって活動しています。　
　参加している子供たちは、下は幼稚園児から、上は、高
　学年の小学生まで。年齢差はありますが、基礎的なことを
　中心に、みんな一緒に同じレッスンを受けていますので初
　心者でも大丈夫です。
HIPHOPダンスの魅力は！
　HIPHOPダンスを通して感性が磨かれ、豊かな表現力
　が身につき、音感やリズム感が養われます。更に舞台を
　作り上げていく喜び、努力して踊った時の達成感など、子
　供が夢中になれる楽しみ、頑張れば出来る自信を与え、
　子供たちが持っている新しい可能性を引き出していける
　のではないかと思っています。

連絡先　　代表：松浦　貴臣　電話090-7054-3803
　　　　　mail：my.aim.is.taczy@docomo.ne.jp
活動内容は生涯学習推進協議会ＨＰからでもご覧いただけます。

ダンス魂ですダンス魂です

　食欲の秋、読書の秋、この秋皆様は、いかがお過ごし
でしょうか。受験生にとっては進路を決める大切な時期で
もあり、大人にとっても自分を見つめる大切な時期ではな
いでしょうか。
　頑張っている人達を応援し、学ぼうとしている人達に情報の
提供をする、ら・ら・らには広報委員会の明るく楽しく活動し心を
込めて編集するあたたかい想いがこもっています。熱い想いが
皆様に届き感動の一時を得るお手伝いにつながればとの願い
で一杯です。 　　　　　（江別市PTA連合会　常盤　忠明）
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ず
、参
加
者
に
は
大
変
不

便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

弁
天
丸
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
申

込
者
が
予
定
を
超
え
た
た
め
時

間
を
30
分
に
縮
め
る
中
で
乗
船

者
数
を
40
名
か
ら
60
名
に
増
や

し
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
抽

選
に
も
れ
た
方
も
多
く
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。参
加
者
か
ら
は
、

「
身
近
な
内
容
で
心
に
染
み
込

ん
で
き
た
」　

（
五
十
代
女
性
）

劇
団「
川
」第
50
回
公
演

『
風
の
吹
く
街
』（
再
演
）に
よ
せ
て
　

劇
団「
川
」第
50
回
公
演

『
風
の
吹
く
街
』（
再
演
）に
よ
せ
て
　

「
川
と
と
も
に
生
活
し
て
き
た

様
子
が
分
か
り
、か
つ
川
の
氾
濫

の
恐
ろ
し
さ
が
遠
い
過
去
の
よ
う

に
思
っ
て
い
た
が
、現
実
の
問
題

と
し
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
実
感

し
た
」　　
　
（
六
十
代
女
性
）

「
自
然
に
は
い
ろ
い
ろ
の
動
植
物

が
い
る
。環
境
が
変
わ
る
と
種
類

も
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
自
然

環
境
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
き
た

い
」　　
　
　

（
七
十
代
男
性
）

「
魚
の
住
め
る
川
の
工
夫
を
聞
け

て
本
当
に
自
然
は
再
生
で
き
る

ん
だ
と
学
ぶ
事
が
出
来
た
。素

晴
ら
し
い
地
道
な
研
究
を
さ
れ

て
い
る
方
に
出
会
え
て
自
然
回

復
へ
の
希
望
を
も
つ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」　　

（
五
十
代
女
性
）

　

な
ど
貴
重
な
ご
意
見
ご
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、今
年
度
中
に
は
今
回
の

講
演
集
録
も
発
刊
の
予
定
で
す
。

生
涯
学
習
リ
レ
ー
講
座
終
了熱気あふれる会場…そして受講の皆さん

いよいよ弁天丸クルージングへ…

「ら・ら・ら」では、生涯学習推進協議会に加入する各々の団体の行事を紹介・お知らせします。
それぞれの事業活動を本紙によりご理解いただき、参加交流の輪が広がりますことを期待し作成していきます。
46号では、11、12月の行事を掲載します。今後、皆様の団体の予定が決まりましたら事務局まで事業の内容・日時・
場所等をお知らせください。
【事務局】江別市教育委員会生涯学習課　TEL 011-381-1062　FAX011-382-3434　URL　http://www.e-lalala.org/

子ども文化ネットワーク・江別
【阿部　恵講演会】
日　　時　１１月４日（火）１３:３０～１５:３０
会　　場　江別市情報図書館２階
内　　容　パネルシアターやペープサートによる講演。子
　　　　　ども読書ボランティアリーダーの育成事業。参
　　　　　加費無料。対象は大人。
問合せ先　高木（３８３－４７３３）

江別手をつなぐ育成会
講演会【「笑う門には‥」̶ 認知症の理解と対応̶】
日　　時　１１月７日（金）１０:００～１１:３０
会　　場　江別市社会福祉センター研修室
講　　師　北海道認知症の人を支える家族の会名誉会長  立野  新平氏
内　　容　認知症について知りたい方、お年寄介護真っ只
　　　　　中の方、支援の心得を聞いてみませんか。優し
　　　　　い介護の気持ちがわいてきます。参加無料。
問合せ先　石田（３８６－５７８３）東（３８６－３５１０）

札幌学院大学
【経営学部開設・商学部開設40周年連続講演会】
日　　時　１１月１４日（金）１８:３０～２０:００
会　　場　札幌学院大学社会連携センター
演　　題　「サブプライム問題とメガバンクのビジネスモデル」
内　　容　一般市民向け講演会
申 込 み　当日直接会場へ。参加無料。
問合せ先　札幌学院大学（〈代表〉３８６－８１１１）

江別保健所管内栄養士会
【メタボ対策講座】
日　　時　１１月２３日（日）１０:００～１２:３０
会　　場　野幌公民館調理室
講　　師　尾澤  典子氏 ・ 菊地  恵美子氏
参 加 費　１,０００円
内　　容　講話と調理実習。２４名募集
申込み先　野幌公民館（３８２－２４１４）
　　　　　１１月９日（日）９:３０～受け付け開始

江別消費者協会
【創立４０周年記念　江別消費者大会】
日　　時　１１月２９日(土)１０:００～１２:００
会　　場　江別市民会館２１号室
講　　師　酪農学園大学理事長　麻田　信二氏
演　　題　「北海道農業の展望と食の安全・安心」
問合せ・申込み先　事務局　（３８１－１０２６）

北陽美術協会
【’08 歳末チャリティー小品展】
日　　時　１２月２日（火）～７日(日)１０:００～１７:００
会　　場　野幌公民館
内　　容　会員の絵画作品の展示・販売。売上げの一部を
　　　　　江別社会福祉協議会他に寄贈。
問合せ先　村山（３８４－６２０２）

おはなしなあに
【クリスマスお楽しみ会】
日　　時　１２月１９日(金)１０:３０～１１:３０
会　　場　大麻公民館２Ｆ研修室
申 込 み　当日直接会場へ。参加無料。
問合せ先　松山（３８５－４７８８）

このコーナーでは、本協議会加盟団体の活動やエピソードなど
を皆様からの寄稿をもとにご紹介していきます。
今回は「ダンス魂」です。

江別「ダンス魂」は！
　地域に根ざした子供たちのためのHIPHOPダンスサー
　クルです。
　元気な子供たちが週に1回（土曜日午後６時～8時）イン
　ストラクターからHIPHOPダンスのレッスンを受けていま
　す。ダンスが好きな子供なら誰でも参加できます。毎年夏
　にお祭り、イベントなどで発表会を行っています。先生と子
　供たちが一つになって頑張って練習しています。
初めてでも大丈夫！一緒に踊って楽しもう！
　ダンスが好きな子供たちが集まって活動しています。　
　参加している子供たちは、下は幼稚園児から、上は、高
　学年の小学生まで。年齢差はありますが、基礎的なことを
　中心に、みんな一緒に同じレッスンを受けていますので初
　心者でも大丈夫です。
HIPHOPダンスの魅力は！
　HIPHOPダンスを通して感性が磨かれ、豊かな表現力
　が身につき、音感やリズム感が養われます。更に舞台を
　作り上げていく喜び、努力して踊った時の達成感など、子
　供が夢中になれる楽しみ、頑張れば出来る自信を与え、
　子供たちが持っている新しい可能性を引き出していける
　のではないかと思っています。

連絡先　　代表：松浦　貴臣　電話090-7054-3803
　　　　　mail：my.aim.is.taczy@docomo.ne.jp
活動内容は生涯学習推進協議会ＨＰからでもご覧いただけます。

ダンス魂ですダンス魂です

　食欲の秋、読書の秋、この秋皆様は、いかがお過ごし
でしょうか。受験生にとっては進路を決める大切な時期で
もあり、大人にとっても自分を見つめる大切な時期ではな
いでしょうか。
　頑張っている人達を応援し、学ぼうとしている人達に情報の
提供をする、ら・ら・らには広報委員会の明るく楽しく活動し心を
込めて編集するあたたかい想いがこもっています。熱い想いが
皆様に届き感動の一時を得るお手伝いにつながればとの願い
で一杯です。 　　　　　（江別市PTA連合会　常盤　忠明）


